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3 。 潜在能力の発揮プロセス 

4 。 新たな経営戦略 

最後に 

はじめに 

現在マネジメントは 大きな転換期になる。 不確実な環境の 激変、 新しい技術の 発展と統 

合。 国際的な競争条件の 変化等に 拾 いて。 単なる従来戦略やコンセプトの 延長における 経 

営 スタイルでは、 将来を切り開くことほ 出来ない。 

管理型経営。 改善型経営、 イノベーション 経営の次に来る 経営展開のあ り方を提案したい。 

ヱ 。 潜在能力と経営 

既存経営 は 。 常に持続的な 経営能力の強化。 競争力の強化、 人材の育成強化を 行っている。 

しかし、 こうした経営は、 経験や新たな 顕在知識による 顕在能力を強化することほ 出来る 

が 、 潜在能力や新たな 環境に於ける 目標とその達成を 実現していくことは 難し vk 。 

そこでは。 個や組織の潜在能力及び 外部の潜在能力までも 取り込んだ経営が 必要になる " 

潜在能力に「気付き」、 潜在能力を「戦略 ィ 出させることで、 飛躍的な業績向上が 可能にも 

なる。 
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観客数の 理藩 
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2 。 潜在能力発揮の 戦略的意義 

今後の事業課題は 、 個々の 課 の 解決のみでは 見極め、 

新しい価値構造の 目標の達成が 重要になる。 

そこでは、 潜在能力を戦略的に 発揮させる経営戦略が 重要であ る。 

環境の認識を 従来の環境と 比較してみると、 今後の環境の 変化は。 学習効果、 予測可能性、 

専門知識。 原則原理、 ピラミッド型 造 、 画一性、 管理志向。 個別認知、 

還元的な志向から。 発想。 複雑性、 融合統合。 不連続性、 ネットワーク、 

全体認知、 ネットワーク、 非線形思考、 ホリステイック 発想等に変化していく。 

  専門分野の知 

" 多様窪の初期段階 

  支配指向 
  競争指向 
。 線形思考 

          素 還元的思考   

。 発想効果期待 

。 予測の複雑 牲 

  総会 ( 統合 ) 知識 

。 不連続変化 

。 ネットワーウ 構造 籠鰯   
  

このような変化に 対応する開発やマネジメントは。 顕在能力のみでほなく。 潜在能力を生 

かした創造的な 現場空間や異分野相互交流空間や 経営マネジメントのインフラを 変革して 

いくことが重要であ る。 

3 。 潜在能力発揮のプロセス 

潜在能力の発揮プロセスは、 課題や限界の 本質を把握しながら 視点変革と 

までの啓示プロセスを 経営の展開プロセスに 意識的に盛り 込むことや 定 観念に陥る障害 

の 打破を持続するプロセスであ る。 

個人も組織も 経営営 が 定まれば、 また市場地位の 確定や成功 験が、 新しい発想や 戦略 

やその実現及び 経営スタイルや 経営 風 五は固定化される 傾向にあ る。 顕在化した思考や 訓 

練の結果としての 行動が強くなり。 潜在能力の気付きや、 潜在能力の開発は 遅れるというジ 

レンマに陥る。 しかしながら 潜在能力を発揮するためにほ、 苦闘潜伏の時間や 思考の持続 

や追い込まれた 感覚や異質な 出会い等 縫 っかの重要な 要素が関係していることも 確かなこ 

とであ る， 

一 887 一 



ね たパフオーマンス 

こころの変革 
錘 

  
  

苦闘の時期 

潜在能力発揮の 経営 は 。 創造型経営スタイル 移行を実現する 重要な要素であ り、 個の 

潜在能力や組織の 潜在能力を如何に 発揮させていくのかの 仕組みを持つものでなければな 

らない。 

乳 管理者 
価値観の継承 
安定性 
俺 新しい課題への 

組織 

発想の否定 
創造力の抑圧 
指示待ち 

倉 れ道 

二フ                                                             
"" 一 

創造力の駆使 
解決への意欲 

  輻違点 全員参加 尊重 

こうした、 経営は従来の 経営における 方法論で、 創造的な事業アイディアを 埋没させるこ 

となく、 また管理志向の 管理型経営では 実現できない 仕組みでもあ る。 

今後の新しい 課題解決に向けて、 知識を結集させるためにも、 潜在能力を生かす 経営構造 

へと転換していくことが 必要であ る。 
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4 。 新たな経営戦略 

さて、 この潜在能力を 生かすための 経営戦略は 、 

略 

  

夢 となる目標 
設定と 

  
  顧客との向き 合い 

。 自主ゴール ( 自律Ⅰ柔軟な 変更 ) 

/ 透明感 / 効力感 ( 源泉． ブ イ一句 て，ソタ ・ 
自己成長の手ごたえ N 

・意欲 と柑 克信頼 ( 人間的成長 ) 
，現場と思考の 反復 
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①
 
②事実を見る 3 現 ( 現場、 現物、 現実 ) 主義 ネ 、 ③未来発想 ( 潜在的な意味の 発見 ) 、 

③事実発見から 意味発見、 ④行動、 ⑤Ⅴ TS( ビジュアルシンキンバストラ テジべ う 

⑥観察と直観 

等であ り、 組織では、 

①顧客との向き 合いによる潜在意識への 浸透 

② 自主ゴール ( 自律 / 柔軟な変更 ) 

③透明度 / 効力感 ( 源泉 : ブ イードバック、 自己成長の手ごたえ ) 

④意欲と相互信頼 ( 人間的な成長 ) 

⑤現場と思考の 反復 

等で「潜在能力発揮の 環境」を形成して、 目標に向けての 成功循環を定着させる 経営が 

重要になるのであ る。 

最後に 

潜在能力を発揮する 経営は、 業種を超えて、 今後の重要な 課題でもあ り、 その実現に向け 

て 、 方法や発展プロセスが 期待される " 

第 3 次基本計画等新し v@ 技術開発の芽を、 融合、 統合し、 新たな事業を 育成強化するた 

めにも「潜在能力発揮の 経営」への移行が 望まれる。 
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